
 

 

私たちが集団で意見を決定する際に行う多数決は、Serge Galam 博士が考

案した世論力学モデルによって考察することができる。これは n人の集団

を r人 1組に分け、その中で多数決をした後、元の集団に戻す試行を繰り

返し、集団全体の意思決定を行う方法である。 

今回の研究では、ガラム・モデルにおいて、多数決によって意見変える浮

動型と意見の変わらない固定型の 2 つのエージェントタイプを用い、r が

偶数である場合、すなわち、多数決の結果が同票数になる場合も含めて試

行した。また、同票数の場合には一定の確率(k:世論操作因子)によって意

思決定が行われるよう設定し、賛否それぞれの固定型の割合を変化させ、

世論操作因子によって全体の意思決定がどのように変化するかを調べた。

その結果、世論操作因子が支持する意見の臨界値が小さくなるとともに、

臨界値を示す領域の面積を維持するかのように、世論操作因子が支持しな

い意見の臨界値が大きくなることが分かった。 
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